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1 1

利用者様に対する基本理念は職員一丸となって取
り組んでいるところではありますが、職員の理念
を振り返ると、まだ職員全員の思いを一つにでき
ていないようにも思われます。

この1年間を職員全員が「基本理念や職員の理
念」を振りかえり職員同士のチームケアの質を
高めて、自然と笑顔の出るホームを目指してい
きたい。

12

2 11

利用者様の状況を理解する上にも会議、カンファ
レンスや伝達ノートで全職員で確認し合うも、理
念をふまえ全職員の思いを一つにして、ポジティ
ブに笑顔で話し合いできる環境が確立できていな
い。

面談を用いて職員一人ひとりの思いを聞くこと
で全職員が前向きに笑顔で話し合いができる環
境を作り、モチベーションの向上に繋げていき
たい。

12

3 23

利用者様のご様子を記載する介護記録（生活日
誌）をどのように記録した方が一番いいのか、
日々模索しているところではありますが、完全に
介護計画に反映しきれていない。

今後、介護記録（生活日誌）の記載方法を検
討、改善し利用者様の感情不安定な背景にある
原因分析と共にケア内容も含め記載して、介護
計画に反映させていきたい。
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4 40

管理栄養士の献立で糖尿を患っておられる利用者
様の数値は安定され、とても心強いのですが、食
事を楽しんで頂けるような工夫、利用者様ができ
る下ごしらえの作業が食事開始時間の観点から完
全になされていない。

食事開始時間にとらわれず、「待つケア」を心
がけ全職員で協力し合い、食事も楽しんで頂け
るように工夫し、食事の観点からも介護計画へ
反映させていきたい。

12

5

グループホーム　　よこせ

職員全員に過去１年間の「基本理念や職員の理念
を振り返りのアンケート」実施、それをもとに面
談を行い一人ひとりの課題を職員、施設長、主任
が共有し解決のために、半年後に再度面談を行
い。「ホーム、職員の理念認識」の底上げを実施
します。

管理者の指示により、利用者個別の担当職員を決
め、その利用者のアセスメント、モニタリング、
（ケアプラン組成）をケアマネと一緒に行い、職
員全員に評価を得ることにより課題の達成感の喜
びを利用者様、ご家族、職員が共有できる。

記録方式を今後も見直しながらも、利用者様のご
様子をご家族様が見やすく、全職員が利用者様の
感情不安定な背景やその原因分析をできるように
内部研修や外部研修でスキルアップを図り、介護
計画に反映していきます。

食器の種類を増やし、見栄えをより良くし、、盛
り付、ミキサー食の形などを工夫、食事開始時間
を気にせず、利用者様と共に「待つケア」を念頭
に置きます。また全職員が「美味しく食事できる
こと」で工夫しあえる環境づくりを図ります。


